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フランスにおける中国系アソシエーションと
新移民の流入
(Abstract) 
The purpose of this study is to clarify what 
kinds of changes Chinese associations have 
undergone due to the in宜uxof new immigrants 
since the 1990s， and to examine the influences 
of those changes on Chinese communities in 
France that is one of the EU countries where 
there are many Chinese people. 
Firstly the study traces historical developments 
of Chinese associations in France. 
Secondly it classifies new immigrants into 
those from Zhejiang and those from North 
western China and examines reasons of their 
immigrations and their living conditions in 
France ethnographically based on available 
literatures. 
Thirdly it clarifies what kinds of changes 
Chinese associations have undergone due to 
the influx of new immigrants since the 1990s 
based on fieldwork conducted in Paris in 
October 2005， March and September 2006， 
September 2007， September 2008， September 
2009 and examine their effects on Chinese 
communities in Paris. 
To conclude， very few new immigrants 
have joined established Chinese associations， 
but new Franco-Chinese associations have been 
created in the areas with a concentrated 
populations of new Chinese immigrants in Paris. 
The study points out that new immigrants 
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haven't been absorbed in established Chinese 
communities， but they have created other 
new Chinese communities in Paris 
In contrast new immigrants in the U. K. 
especially the Fujianese have been positioned 
outside established Chinese communities and 
haven't created any other new Chinese 
communities， scattering across the country. 
はじめに
加盟国が27カ国となり拡大し続ける EU(欧
州連合)各国への中国系新移民の流入は近年急
増し， EUの最重要課題の一つである移民・難
民問題に新たな局面を生み出している。
本論の目的は， EU内でも中国系人口の多い
フランスにおいて，中国系アソシエーションの
歴史的展開を辿った上で，新移民の流入による
中国系アソシエーションの変化を明らかにする
ことを通して，フランスの中国系コミュニテイ
に新移民の流入が及ぼした影響を考察すること
である。リーは，中国系アソシエーションは中
国語学校と中国語新聞と共に，移住先で中国系
コミュニティを支える三つの柱の一つであると
指摘している [Li1999c: 1 ]。中国系移民が移住
先でどのような中国系アソシエーションを形成
してきたのかを明らかにすることは，中国系コ
ミュニティの特徴や変化を把握する上で重要な
視角であり，ここには近年の新移民の流入が中
国系コミュニティに及ぼしている影響が反映さ
れている。
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本論ではフランスの場合を取り上げるが，す
でに同じ視点からイギリスの場合について考察
したので[山本2009].両者を比較考察したい。
さらに，今後はオランダの中国系アソシエー
ションについても検討し新移民を受け入れて
変容する中国系コミュニティの展開を，一国研
究に留めるのではなく， EUにおけるより広い
傾向を説明したい。これは，中国からヨーロッ
パへの移民の流入が増加したことを背景に，
1998年に[ヨーロッパの中国人.J[Benton and 
Pieke 1998Jが出版されて以来活性化している
ヨーロッパの中国系移民に関する研究が共有し
ている傾向である(1)。
フランスの中国系新移民に関する先行研究は
多くはない。スノーは古くからヨーロッパに移
民を送り出していた中国斯江省の二つの地区，
青田と温州からヨーロッパへの移住を歴史的に
跡付けている [Thuno1999J。また，リーは
1996年に温州で実施したフイ}ルドワークに基
づいて，温州出身者が近年ヨーロッパに移住す
る理由について検討している [Li: 1999bJ。本
論ではこれらに基づいて漸江省出身者のヨ}
ロッパへの移住理由を検討する。さらに，移住
後の生活については，ベジャとウォン，またプ
ワソンが，中国系新移民のパリ集住地区である
ベルピル地区における温州出身新移民の生活に
ついて述べている [Bejaand Wang 1999， 
Poisson 1993J。ユンとプワソンは，フランスに
おける中国系移民の就業状況について検討して
いる [Yunand Poisson 2005: 62J。さらに，中
国系アソシエーションの一つである言語文化援
助協会 (Associationfor Language and Cultural 
Support，以下ASLCと記す。)会長マークは，
同アソシエーションにおける中国出身庇護申請
者についての分析を通して，中国系新移民の現
状を示している。本論では，これらの先行研究
に依拠して中国系新移民の移住後の実態につい
て検討する。
フランスにおける中国系アソシエーションに
関する先行研究としては，フランスの中国系移
民を包括的に捉えたリブの論文が概観している
[Live 1998J。ピカートは，フランスの中国系
アソシエ}ションに焦点を当てて干食討し質問
紙調査も行っている [Picquart2003J。また，
リーはヨーロッパという枠組みで中国系アソシ
エーションを捉えているが，この中でフランス
の中国系アソシエーションについても言及して
いるが詳しくはない [Li1999aJ。しかしなが
ら，従来の研究には，本論のように中国系アソ
シエーションという視点からフランスにおける
新移民の流入による中国系コミュニテイの変化
について論じたものはない。
分析の手順としては，まずフランスにおける
新移民の流入が増加する1990年代までの，中国
系アソシエーションの歴史的展開を明らかにす
る。次に，フランスにおける新移民を中国漸江
省出身者と中国東北部出身者に分けて，それぞ
れ文献に依拠して移住理由や移住後の生活につ
いて検討する。その上で，筆者のパリでの2005
年10月と2006年3月と 9月， 2007年9月， 2008 
年9月， 2009年9月の現地調査に基づいて，新
移民の流入が中国系アソシエーションに及ぼし
た変化を明らかにしフランスの中国系コミュ
ニティに新移民の流入が及ぼした影響をイギリ
スの場合[山本2009Jと比較考察する。
1.中国系アソシエーションの歴史的展開
本章では中国系アソシエ}ションの歴史的展
開を， 20世紀初めから新移民の流入が増加する
1990代以前までを三期に区分して検討する。ア
ソシエーションの設立年を， 1. 20世紀初めか
ら1974年， 2. 1975年から1981年， 3. 1982年
から1989年，の三期に区分する。 1975年はイン
ドシナ難民の大量の流入が始まった年， 1982年
は外国人によるアソシエーションの活動を規制
する法律が廃止された年であり，本章ではこれ
らを境に三期に区分して検討する。
リーは中国系アソシエーションの様々な分類
の仕方について整理しているが [Li1999c: 74-
77]，本論ではフランスの中国系アソシエー
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ションに関するリブやピカートの研究における分
類に依拠する [Live1998: 113， Picquart 2003: 
1J。リブとピカートは，フランスにおける中国
系アソシエーションを正統チャイニーズ-アソ
シエーションとフランコ=チャイニーズ-ア
ソシエーションの二つに分類している [Live
1998: 113，Picquart 2003: 1J。前者は中国系移民
だけによって設立されたものであり，後者はフ
ランス人と中国系移民の共同で設立されたアソ
シエーションである。本論では上記三期それぞ
れにおいて，正統チャイニーズ・アソシエー
ションとフランコ=チャイニーズ-アソシエー
ションという二つの分類に留意しながら，アソ
シエーションの歴史的展開について述べる (2)。
1. 20世紀初めから1974年
20世紀初めから1974年の時期には，正統チャ
イニーズ-アソシエーションとフランコ=チャ
イニーズ・アソシエーションの両方が設立され
た。それぞれの目的は異なっているゆえ，以下
それぞれ分けて述べる。
(a) 正統チャイニーズ・アソシエーション
20世紀初めのフランスには， 300人足らずの
中国系移民がいたといわれる。彼らはシベリア
鉄道で河北，安徽や斯江からやってきて，パリ
で水晶・菊翠や造花の小売商を営んでいた。そ
の後， 1917年から1919年の聞に第一次世界大戦
勃発に伴う労働力不足を補うために約14万人の
労働者が中国各地から流入したが，戦後約3，000
人の残留者以外は帰還した。残留者のほとんど
は山東，河北や安徽などの華北や華中の出身者
であった。
初期に設立されたアソシエーションとして最
も代表的なものが1919年に設立された在仏中国
人労働者協会 (AssociationGenerale des Travai申
lleurs Chinois en France)で，ノtリを中心とす
る周辺地域の中国人労働者が加わり，会員の会
費で運営された。その目的はフランスに第一次
大戦後も残留した中国人労働者の識字率と教育
レベルを上げ，会員聞の鮮を深め，失業者に仕
事の斡旋をしたりすることであった [Li1999a: 
58J。本部はパリに置かれ，全国に30以上の支
部があり，会員数は4，000人を超えた。 1920年
にはこのアソシエーションは再編成され，支部
が63に増え，中国人労働者向けの夜間学校約30
校を開設し週刊ニュースの発行を始めた [Li
1999a: 58J。その後， 1920年代には多くの労働者
が中国に帰還し状況が変化するにつれて，活動
も先細りになった。 1919年にはパリ郊外に法国華
僑協会(FrenchOverseas Chinese Association(3)) 
が設立された。その目的は，中国系移民のため
の手続き作業を代行し起業に出資することで
あった。会員からの寄付によって事務所や講義
室や図書館を備えた建物を購入した。
また1920年代から1930年代には様々な社会カ
テゴリーに基づくアソシエーションが形成され
た。例えば， 1927年に失業者によって設立され
た失業華僑協会 (Associationdes Chomeurs 
Chinois)， 1932年に芸術家によって設立された
法国芸術家華僑会館 (Amicaledes Artists 
Chinois de France)， 1934年に学生によって設
立された巴里中国留学生協会 (Associationdes 
Etudiants Chinois de Paris)などがある。巴里
中国留学生協会 (Associationdes Etudiants 
Chinois de Paris)は， 1919年から1920年にか
けて，約2，000人の留学生が中国政府から派遣
されてフランスにやってきたが，学業終了後も
フランスに残った約400~500人の一部の人に
よって設立されたものである。フランスへの中
国人留学生によって設立された初期のアソシ
エーションとしては， 1914年に設立された法国
南西地区学生援助協会 (SouthwestSupport 
Association for Students in France)や， 1915年
に設立された法国就労留学協会 (Work Study in 
France Association) などがある [Li1999a: 
58J。
その後，第一次世界大戦中から1920年代後半
をピー クに， 1折江省の特に温州と青田という二
つの地域出身の移民が，現地の食料不足と主要
収入源である水晶・菊翠加工産業の崩壊に影響
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を受けて渡仏した。当時フランスは失業率が高
く，パリのリヨン駅付近で行商に携わった。こ
れら漸江省出身者によって，パリに法国斯江会
館 CAmicaledes Chinois de Zhejiang en 
France)が設立された。 1945年以降はパリ 3
区に移動し斯江省出身者は現在も皮革や小間
物商を営んでいる。
また1920年以来，パリ北東部郊外では漸江省
出身労働者がセメント工場で働いていた。漸江
省出身者の中でも温州出身者が青田出身者より
も多く， 1935年に青田出身者によってアルジェ
ント・コルメイレ中国人労働者統一協会
CUnion Amicale des Travaillers Chinois 
Argen tolo-Cormeillais)が設立された。このア
ソシエ}ションは，会員が高齢化し物故者が多
くなっても1970年代まで存続した。 1994年には
創設者の最後の一人が亡くなったが，ほとんど
同時期に漸江省出身の商人や飲食業者によって
新しく青田華僑会館 CAssociationdes Chinois 
originaries de Qingtian)が設立された。その
目的は，古いアソシエーションとは違って，文
化的側面よりも商業的利益が強調された。
1949年中国新政府成立以後は，中国からの移
民の流入は一旦停止したが，中国とフランスの
国交が再開した1964年に，フランスに親族がい
る者だけが移住を許可され，再び流入が始まっ
た。しかし1966年に始まった文化大革命によっ
て，その後の移住は不可能になった。再び中国
本土から移民が流入するのは1970年代後半から
始まった改革開放政策以降である。
(b) フランコ=チャイニーズ・アソシエー
ション
最初にフランコ=チャイニーズ・アソシエー
ションが出現したのは20世紀初めである。初期
のものは，中国人知識人とフランス人知識人の
共同によって設立された。活動は，フランスと
中国の外交関係を促進するためのもので，フラ
ンス人富裕層を対象とし，中国系コミュニティ
とは関係がなかった。主な目的は，中国とフラ
ンスの融和のために，様々な交流を通して両国
の文化を理解し，鮮を深めることであった。
最も古いものは，フランス人知識人3人に
よって1905年にパリに設立された仏中友愛協会
CAssociation Amicale Franco-Chinois)である。
主な活動は，在仏中国系移民の活動に焦点を当
てた仏中年報 CLesAnnales Franco-Chinoises) 
という冊子の発行であった。 1912年には仏中連
盟 CUnionFranco-Chinois)， 1920年には仏中経
団連 (AssociationEconomiquie Franco-Chinois) 
が設立された。
第二次大戦後の代表的なものとしては， 1945 
年に設立された仏中委員会 (ComiteFrance-
Chine)を挙げることができる。幹部には中国
系移民は入っていなかったが， 目的は前述した
仏中友愛協会 (AssociationAmicale Franco-
Chinois) と同様であった。これらに代表され
るフランコ=チャイニ」ズ・アソシエーショ
ンの活動は，フランス社会に向けたものであ
り，中国系コミュニティに利益をもたらすこと
はほとんどなかった。また，フランコ=チャ
イニーズ・アソシエーションは，会員の会費の
みで運営され，正統チャイニーズ・アソシエー
ションとは違って，会員の寄付金等による援助
は受けていなかった。
2. 1975年から1981年
1954年のインドシナ地域におけるフランス植
民地体制の崩壊とそれに続く政情不安定によっ
て，同地域の多くの中国系の人々がフランスへ
流入した。この時期に流入した中国系の人々の
大多数は，広東語を話し，主にパリのラテン区
で飲食業や漆や陶器や布地の商いに携わった。
また1975年のベトナムにおけるアメリカ敗戦以
降は，ベトナム，ラオス，カンボジアの政治的
混乱によって同地域から流出した難民がフラン
スに流入した。 1975年から1987年までの聞にフ
ランスはインドシナから約14，5000人の難民を
受け入れたといわれ，パリ13区や20区に， 1980 
年以降はパリ郊外にも居住した。パリ13区は
「中華街:Quartier ChinoisJ (4)と呼ばれてい
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るが，実際は中国系の人々だけではなく，ベト
ナム，ラオス，カンボジアからのインドシナ難
民が居住しているので， Iアジアタウン」と呼
ぶ方が適している。
これらインドシナ難民の50~60%は中国系の
人々なので，中国系インドシナ難民は約7，5000
人と推定される。 1975年の難民流入前の在仏中
国系移民は約2万人で，それ以降，上記のイン
ドシナ難民に加えて， 1980年代以降は中国の改
革開放政策による中国本土からの移民の流入が
急増した。また以前の在仏中国系社会は男性が
圧倒的に多かったが，インドシナ難民の流入に
よって女性が増加し 1975年以降，男女比が
半々になった。
1975年から1981年までは，フランス人とイン
ドシナ難民の共同によるフランコ=アジア
ン・アソシエーション(フランコ=ヴェトナ
ミーズ・アソシエーション，フランコ=ラオ
シアン・アソシエ}ション，フランコ=カン
ボディアン・アソシエーション)が設立された。
フランコ=アジアン・アソシエ}ションの目
的は，難民をフランス社会に統合する助けをす
ることであり，ベトナムやラオスやカンボジア
出身の中国系の人々も恩恵、を受けた。換言すれ
ば，インドシナ難民のフランスへの統合を助け
るために，フランス人が主体となってアソシ
エーションを立ち上げたのであり，これは中国
系の人々だけを対象とはしていなかった。
この期間に正統チャイニーズ・アソシエー
ションが設立されなかったのは，難民は新しい
閏に来て適応するのに時間がかかったからであ
るとリブは指摘している [Live1998: 115J。ピ
カートはフランスでは1939年に外国人によるア
ソシエーションの活動を規制する法律ができ，
この法律の廃止される1981年10月9日まで，中
国系移民自身によって設立されたアソシエー
ションは少なかったと述べている [Picquart
2003: 7J。
パリ13区の中華街に位置する法亜文化友愛会
(Rencontre et Culture Franco田Asiatique)は
この時期に設立されたフランコ=アジアン・
アソシエーションの一つで， 1981年1月にフラ
ンス人2人によって設立された。このアソシ
エーションは，フランスで最も規模の大きい中
国語補習校(5)を運営していて，現在生徒数は
約1，500人である。
3. 1982年から1989年
1982年以降は正統チャイニーズ・アソシエー
ションが多く設立され，現在までその活動を続
けている。 1982年以降に設立されたアソシエー
ションの活動は，フランス語教室や中国語補習
校の運営，書道や料理，太極拳や獅子舞といっ
た中国文化教室や旧正月や清明節などのイベン
トの開催，法的なアドバイスサービスの提供，
新来者への職業や住居の斡旋などであり，どの
アソシエーションの活動も似ているo 1975年か
ら1981年までに設立されたフランコ=アジア
ン・アソシエーションも，現在における活動内
容は同じである。
1982年以降に設立された正統チャイニーズ・
アソシエーションの特徴は，出身地や方言に基
づくアソシエーションが多いことである。リー
は， ヨーロッパの他の固に比べて，フランスに
は出身地に基づくアソシエーションが多いと指
摘している [Li1999a: 63J。
中国系インドシナ難民によって最初に設立さ
れた正統チャイニーズ・アソシエーションは，
1982年に設立された法国華僑協会 (Association
des Residents en France d'origine Chinoise) 
である。このアソシエーションの名称は，一人
の有力者の助言によって1984年9月に「中国出
身:origine ChinoiseJが「インドシナ出身:
origine IndochinoiseJに改められ，法国イン
ドシナ出身者協会 (Associationdes Residents 
en France d'origine Indochinoise)になった。
パリ13区にある中国系資本大規模スーパーマ}
ケット内に位置し階下には仏教寺院(パゴダ)
がある。週末には中国系生徒に北京語を教える
補習校が聞かれ，約400人が通っている。
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中国系インドシナ難民の多くは，親の代が中
国から東南アジアに移民をして，東南アジアの
政情不安定によってフランスに難民としてやっ
てきた人々である。それゆえ，出身地に基づく
アソシエーションとは，多くの場合，親の代の
中国の出身地を意味していて，方言を共有して
いるアソシエーションとして捉えた方がわかり
やすい。リブは，フランスの中国系移民は，中
国人という普遍的なアイデンテイテイよりも，
何語を話すかという言語的アイデンティティの
方が強いと指摘している [Live1998: 111J。
パリにある出身地や方言に基づく活発なアソ
シエーシヨンとしては.法国潮ナト!会館
(Amicale des Teochew en France)，法国広東
会館 (AssociationAmicale des Cantonais en 
France)，法国上海会館 (AssociationAmicale 
des Shanghaiens en France)，法国海南会館
(Association de la Communaute de Hainan en 
France)，法国客家会館 (AssociationHakka 
Tsung Chinh)，法国温州華僑会館 (French
Wencheng Overseas Chinese Association)， 
法国青田会館 (Associationof Qingtian 
Provincials in France)，法国福建会館
(Association of Fujian Provincials in France)， 
法国宿州・斯江会館 (Associationof Suzhou 
and Zhejiang Provincials in France)，巴里北
京会館 (ParisBeijing Association)法国番馬
会館 (FrenchPanyu Benevolent Association) 
等がある。
例えば，法国潮州会館 (Amicaledes Teochew 
en France)は1986年に潮州語話者によって設
立され，会員は中国系インドシナ難民を中心に
中国本土出身者もいる。このアソシエーション
の目的は，パンフレットによると第一にルーツ
と文化的伝統を共有する人々の粋を深める，第
二に会員がフランス社会に統合し成功すること
を助ける，第三に様々な中国系アソシエーショ
ンの手助けをする，第四に中国的教条を保障・
保護することである [Amicaledes Teochew 
en FranceJo 1989年にはパリ13区の大規模ス}
パーマーケット内に二階建ビルを購入した。こ
のピルは，玄関ホールや事務所や教室や映画
館，そして200平米の仏教寺院を備えている。
中国語補習校を運営し生徒数は約700人であ
る。
パリ以外の地方には方言や出身地に基づくア
ソシエーションは設立されていなく，様々な方
言や出身地を包括した中国系アソシエ}ション
が設立された。たとえば，リヨンにはリヨン華
僑協会 (Associationdes Chinois d'Outre-Mer 
at Lyon)が，ニースにはニース・コートダズー
ル華僑協会 (AmicaleChinois de la Cote d'Azur 
at Nice)がある。
また，前述した法国潮州会館 (Amicaledes 
Teochew en France)のような仏教寺院をど
のアソシエーションも備えているわけではな
い。リブは仏教寺院にお参りに行くのは中国系
インドシナ難民であり，中国本土出身者は宗教
的実践を行わない傾向があると指摘している
[Live 1998: 117J。リブが中国本土出身者にその
理由を尋ねると， r私たちは中国本土出身者で
近代化されているので，神に祈らない。パリ13
区の中国系インドシナ難民はもっと伝統的だか
ら」という答えが返ってきた。リブは，中国系
インドシナ難民は生きるために移民してきた
が，中国本土出身者は経済的理由で移民してき
て，いずれは帰国しようとしているので，フラ
ンスにおける宗教的実践のために投資しないと
述べている [Live1998: 117Jo 1)_はヨーロッ
パの中国系移民において最も影響力のある仏教
団体は，国際傍光会 (InternationalBuddha 
Light Organization)であると指摘している [Li
1999: 72J。台湾に本部があり，ロンドンやパリ
やアムステルダムにもお寺がある。
1I.中国系新移民の流入
一般的に「中国系新移民J(6)とは1980年代
(中国の改革開放)以降に，中国本土から海外
に移住した人々を示すが，本論では， 1990年代
以降にフランスへ中国本土から移住してきた
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人々を「新移民」とする。なぜなら， 1990年代
以降中国本土からフランスへの移民が急増し，
フランスの中国系コミュニティに大きな変化を
及ぼしたからである。リーは，その背景には
1989年6月4日の天安門事件以降，西ヨーロッ
パ諸国が中国人に政治的理由による特別在留許
可を与えたことを指摘している [Li2004: 
117J。フランスの新移民に関するカテュレイン
等による共同研究によると， 1999年における在
仏中国系移民の65%は1990年代以降に入国して
いる [Cattelain(ed.) 2002: 3J 0 2008年9月の
筆者によるパリ大学区の「ニューカマーと旅行
者の子どもの修学のための大学区センター
(CASNA V(7) Jの職員への聞き取り調査によ
ると， 2006年に海外から新しくパリ学区に流入
した子どもは約3，000人で，その内約30%が中
国本土出身の子どもであった。
マー クは， 1990年代にフランスにおける全中
国系人口は20万人を上回るとされていたが，
2002年には30万人に達すると指摘している
[Marc 2002: 121J。新移民の多くが偽造文書で
EUに入った不法移民で，フランスで庇護申請
をするので，フランスはヨーロッパの中で最も
多くの中国人が庇護申請をする閏となり，また
フランスの庇護申請数の中では中国人が最も多
い [Marc2002・12日。 1999年には5，165人の中
国人がフランスで庇護申請をしている [Marc
2002: 121]。カテュレイン等の共同研究では
1990年代以降にフランスに流入した「新移民」
をl.樹江省出身者， 2. 中国東北部出身者の
二つに分類しているが [Cattelain(ed.) 2002J， 
本論もこれに従って二つに分類する O
1.漸江省出身者
(a) ヨーロッパへの移住理由
漸江省は20世紀初めからヨーロッパに移民を
送り出し， 1980年代後半までにヨーロッパに在
住する漸江省出身者は約100万人であった
[Thuno 1999: 160J。なかでも青田と温州は，耕
作地が少なく農業だけでは生計を立てることが
できずに，古くからヨーロッパに移民を送り出
していた地区である。
スノーは以下のように青田と温州からの移住
を歴史的に跡付けている [Thuno1999J。青田
においては，南東部で入手できる緑せっけん石
を使った石彫が，農業以外の唯一の産業で， 13 
世紀以来，宝石や硯の製造技術が発達してい
た。アメリカが1882年に中国人排斥法を施行し
た後は，石彫製品の主な販路はヨーロッパと
なった。なぜならアジアにおけるヨーロッパの
植民地主義は中国とヨーロッパを多くの航路や
鉄道で結びつけたからである。ヨーロッパにお
ける青回出身者の大部分は，南東部のせっけん
石を産出するいくつかの村の出身者で、ある。ま
た第一次世界大戦時に青田からフランスに召集
された契約労働者のほとんどは帰還したが，約
1，000人はフランスに残留したり， ヨーロッパ
の他の地域に移住した。残留者は， 1920年代か
ら1930年代にかけて，ヨーロッパに親族や知人
を呼び寄せたので，ヨーロッパに在住する青田
出身者は約 2万5千人になったといわれてい
る。 1925年の青田人口は22万6千人なので，当
時の住民の 5~1O%はヨーロッパに移民してい
たことになる [Thuno1999: 165J。
漸江省東南部に位置する温州は，青田のよう
にせっけん石を産出することはないが，青田と
同様に耕作地の少ない貧困地区であった。 19世
紀末からヨーロッパへの移住が始まった。 1910
年代には日本やシンガポールに移住した人もい
たが， 1920年代後半からはヨーロッパが主な移
住先になり，大きな移住の流れが起きたのは
1930年代になってからである [Thuno1999: 
170J。
リーは1996年に温州で実施したフイ}ルド
ワークに基づいて，近年，温州出身者がヨー
ロッパに移住する理由について検討している
[Li: 1999bJ 0 1994年末の統計によると， 24万8
千人の温州出身者とその子孫が65カ国に移民し
ていて，その内16万5千人はヨーロッパに移民
し，その95%カ王フランス，オランダ，イタリア，
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スペインに移住している [Li1999b: 183J。
中華人民共和国建国1949年から1970年代初期
までは，一旦温州からヨーロッパへの移民は停
止したが， 1976年から本格的に移民が再開した。
温州の文成具にある人口1，000人の小さな村で
は， 700~800人がオランダとフランスとイタリ
アに移住しているが，その半数以上が新移民で
あった [Li1999b: 183J。地元研究者が移住の動
機を研究し研究成果をまとめているが，それに
よると， 1949年以前の動機は貧困と金持ちにな
りたいという意欲であり， 1949年以後は移住先
で家族による労働力の必要性が生じ家族を呼び
寄せたこと，さらに1970年代以降は，中国移民
政策の緩和が移住を促進したと指摘している。
しかしリーはこれらの研究は，なぜ経済状況
が回復している時期にいくつかの村だけが移民
を送り出しているのか，さらになぜ移民先が
ヨーロッパなのかに答えを出していないと述
べ，以下のような分析をしている。
1970年代後半以降の改革開放の動きは，中国
本土の人々の生活に経済的，政治的，文化的に
大きな変化を及ぼした。 1994年の祖州における
農民の平均年収は， 1980年代の12倍にもなった。
リーがなぜ豊かになっているのになお海外に移
住するのかと問うと， I私たちは以前よりも豊
かになったけど， ヨ}ロッパにいる仲間よりは
貧しい。」という答えが返ってきた。多くのイ
ンタビユ}対象者がオランダでのレストランの
コックの平均年収は温州の年収に比べて60~70
倍であることを知っていて，一生懸命に働きさ
えすれば，特別の技術がなくても誰でも稼げる
と答えた。つまり，以前より生活水準は良く
なってきていても，ヨーロッパに移住して短期
間で金持ちになったり，送金で潤ったりした
人々と比べて自分達は貧しいと考え，同じよう
に移住しようとするのである。
ではなぜヨーロッパなのかについてのリーの
分析は以下のようである。 20世紀初めには，多
くの温州出身者は日本に移住していたが， 1923 
年関東大震災後の中国人労働者殺教事件後， 日
本への移住は停止した。その後，温州語話者で
あるゆえに，広東語話者と福建語話者が主流の
東南アジアへの移住は伸びず，古くから移住の
歴史があり温州出身者がいるヨーロッパを移住
先に選んだ。さらに，西ヨーロッパで得られる
高賃金に加えて，寛容な移民政策もプル要因と
して働いている。 1960年代から70年代はヨ}
ロッパにおいて中国レストランの最盛期で，安
い労働力が必要とされ，資格のある中国料理
コックと認められると誰でも容易に労働許可を
得て，オランダやフランスに移住することがで
きた。 1980年代からは移民の制限が厳しくなっ
たが，不法移民でも中国の一人っ子政策や政治
運動の犠牲者と認められれば居住許可を得られ
る道があると人々は信じていた。また一旦ヨー
ロッパに入れば， 1995年移民法改正によって不
法移民も居住許可が得やすくなったイタリアに
国境を越えて行けること，さらにイタリアのよ
うな法律がフランスやオランダでも施行される
だろうと信じられていた。加えて，温州では故
郷に帰った移民が家や墓や儀礼に大金を使うこ
とによって， ヨーロッパへ移民すれば皆が金持
ちになれるというイメ}ジを強めた。以上から
リーは「ヨーロッパへ移民すればお金持ちにな
れる」という共通認識を生み出すような「移民
文化」が温州にはあり，それが，温州の経済が
良くなり，中国もヨ}ロッパも移民制限をして
も，ヨ}ロッパへの連鎖移民が続く要因である
と結論づけている [Li:1999bJ。
(b) 移住後の実態
1995年時点で，漸江省出身者6万人がフラン
スに， 3万5千人がイタリアに， 3万5千人が
オランダに， 4万人がアメリカに， 2万人がカ
ナダに移住している [Obadia1997: 44J。
ユンとプワソンによると，フランスにおける
中国系移民はパリとその近郊に集まっていて，
その 7割がパリの束北部に， 3割がパリ郊外
(22%がセイン・サント・デニス:Seine St. 
Denis) に居住していると述べている [Yun
and Poisson 2005: 62J。
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現在パリには主に三ヶ所の中国系移民の集住
地区がある。第ーは， 13区のボルト・ド・ショ
ワジー周辺で， I Quartier ChinoisJ (中華街)
と呼ばれている。 1970年代に主にインドシナ難
民が居住し，アジア系レストランや中国系資本
による大規模スーパーマーケットや商庖が集中
している (9)。この地区にはパリ首都圏のアジ
ア系人口約15万人の約4分の lが集中している
[大橋却05:205Jo 2006年3月に筆者が実施した
13区にある小学校の教師への聞き取り調査によ
ると，特に2000年以降，この地区へは中国東北
部からの新移民の流入が急増したとのことで
あった。
第二は， 3区のア一ト.エ.メテイエ (Arts
et Me批剖ti悶e臼r叫地区でで、，古くからの温州系移民を
中心に，皮革製品や貴金属や宝石庖や小さなレ
ストランが集中し，メリー (Maire)通りは，
別名「温州通り」と呼ばれている [Yunand 
Poisson 2005: 62J 0 1990年代後半から，この地
区には温州出身者が多数流入した。
第三は， 10， 11， 19， 20区が交差するベルピ
ル (Belleville)地区周辺である。この地区は，
昔から多様な文化的背景をもっ人々を受け入れ
てきた歴史を持つ。 19世紀半頃にはフランス各
地出身の労働者や職人が住んでいた。第二次世
界大戦中には，ナチズムを逃れたユダヤ人や市
民戦争を逃れたスペイン人，イタリア人，ポー
ランド人，チェコ人やハンガリ一人がこの地区
に避難を求め住み着いて，新しい環境に溶け込
んでいた。その後のアルジエリア戦争 (1954-
1962年)によって多くの北アフリカ系の人々や
アラブ人やユダヤ人を受け入れた [Marc2002: 
120J。
また1970年代を中心に潮州系カンボジア出身
者や，香港系の人々が移り住み，さらに1993年
以降，斯江省出身者がベルピル地区に住み始
め，インドシナ難民が多く居住する13区の中華
街に続いて，第二の新しい中華街となってい
る。そして1997年以降は中国東北部出身者が流
入している [Yunand Poisson 2005: 62J。現在，
ベルピル周辺は中国系レストランや旅行代理屈
や各種商庖が立ち並び、，中国語の看板が目に付
く。また，ベルビルより南の11区セダン・ポピ
ンコート (Sedaine-Popincourt)地区も1997年
以後，中国系移民による衣料品卸問屋が立ち並
ぶようになっている [Yunand Poisson 2005: 
64J。
フランスへ移住後の漸江省出身者の生活実態
についての先行研究は少ない。ベジャとウォン
は，ベルビルの温州出身新移民について，親族
や知人を頼って移住し家族経営の小さな庖
(革製品小売業か飲食業か既製服製造)の労働
力として吸収されている不法移民が多いこと
や，頼母子講のような相互扶助も盛んであるこ
とを指摘している [Bejaand Wang 1999J。プ
ワソンは先にフランスに移住していた母親を
頼ってベルピルに住む温州出身の18歳の少女に
インタビューをし，イメージしていたパリとベ
ルピル地区の違いに失望したこと等を述べてい
る [Poisson1993J。
ASCLによる就業状況についての調査では，
会員1，000人に調査を依頼し910人に回答を得ら
れた。それによると，ほとんどが庇護申請者で，
既製服製造が43%，飲食業が23%，家事サーピ
ス業が17%であった。他は建設業が7%，皮革
品屈が2.6%，行商が2%であった。また経営
者となっているのは，漸江省出身者か東南アジ
ア系潮州出身者である。既製服製造の経営者の
66%が漸江省出身者で， 22%がトルコ系， 8% 
が潮州出身者，飲食業の経営者の62%が漸江省
出身者で， 28%が潮州出身者，家事サービス業
の経営者の68%が漸江省出身者で， 19%が潮州
出身者，建設業の経営者の55%がi折江省出身者
で， 20%が潮州出身者である [Yunand Poisson 
2005: 65J。
2. 中国東北部出身者
ASLC会長のマークは， 1994年においては
ASLCの運営するフランス語補習校の生徒の大
部分は斯江省出身者であったが， 1998年から
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「束北部出身者 (nor出 easterners)Jあるいは
「ドンベイ (Dongbei)Jと呼ばれる人々が生徒に
増えてきたと述べている [Marc2∞2: 120J。新移
民の中でも東北部出身者は漸江省出身者よりも
後の1990年代後半から増加したといえる。以下
ASLCでの庇護申請者に関するマ}クの論文
[Marc 2002Jに依拠して東北部出身者につい
て述べたい。
ASLCでは1998年3月から庇護申請許可を出
すことができるようになり，庇護申請者に住所
を提供できるようになった。中国本土からの庇
護申請書の大部分は ASLCに登録している。
プロフィールの記録を始めた1999年3月から12
月31日までに5.122人の庇護申請者がASLCに
登録している。 1999年のフランスにおける庇護
申請者の総数は5.165人なので，ほとんどが
ASLCに登録している。カテュレインらの共同
研究は，非合法で入国した人の割合はi折江省出
身者の方が東北部出身者よりも多いと指摘して
いる [Cattelain(ed.) 2002: 63J。
ASLCでの庇護申請者の記録によると， 5.122 
人の内52%が女性で，その64%が35歳以下であ
る。出身地別では， 3，235人 (63%)が漸江省
出身者で， 757人 (15%)が中国東北部出身者
(その内519人は遼寧省と吉林省出身者)， 352人
(7 %)が山東省出身者， 160人 (3%)が福建
省出身者である。福建省出身者はほとんどが男
性で，東北部出身者よりも若く， 90%が21歳か
ら39歳の聞であるのに対して，遼寧省出身者の
95%は26歳から50歳の間である。 i折江省出身者
の40%は25歳以下であるのは，先に移住してい
た親に合流する者が多いからである [Marc
2002: 123J。
東北部出身者と漸江省出身者とはいくつかの
点で異なっている。 ASLCが実施したインタ
ピユ}によると，東北部出身者の3分の lは会
社員， 3分の1は共産党幹部かその奏で，残り
が労働者である。彼らは子どもを中国に残して
いくらかの貯蓄を携えて移住してきている。漸
江省出身者が25歳以下の人が多いのとは対照的
に，東北部出身者は36歳から45歳が最も多く，
女性の数が男性よりも 2倍である。 2007年3月
に筆者が実施したマークへの聞き取り調査によ
ると，女性が多い理由は，女性はフランスで既
製服縫製の仕事に簡単に就くことができるから
であるということであった。移民斡旋業者に借
金をして妻がフランスに先にやって来て，お金
を稼いで返金したら，今度は夫が来てレストラ
ンや雑貨庖で働く場合が多い。
マークは，東北部出身者との会話から移住理
由について以下のように述べている。彼ら/彼
女らは，中国での現状を改善するためにお金を
稼ぎたいというよりは，移住して新たな生活を
始めることを望むか，他に生計を立てていく道
が見つからなかったから移住していた。東北部
出身者は「都会の中産階級出の移民」という新
しい集団であり，安定した職を捨てて新しい世
界に挑んで、いる人々である。 i折江省出身者とは
違って，西ヨーロッパに直接移民しているが，
アメリカへのピザを拒杏されて商ヨーロッパを
二番目の移住先に選んでいることが多い。合法
的な旅行ビザやビジネスピザで入国し，ビザの
期限が切れると庇護申請をするのである
[Marc 2002: 123J。カテュレインらの共同研究
は，東北部出身者の方が漸江省出身者よりも教
育程度が高いと述べている [Cattelain(ed.) 
2002: 56J。
マー クは， 41歳の東北部の沈間市出身の女性
を例に挙げている [Marc2002: 124J。彼女は経
済が停滞して失業率が高い沈開市に夫と20歳の
娘を残してフランスに移住し縫製工場で働い
て一カ月に1.500元を稼いでいる。彼女が中国
で働いていた会社は雇用人が海外に働きに出る
ことを奨励し彼女は会社に移民斡旋業者を紹
介してもらい移住していた。パスポ」ト代とし
ての2，000元を含む5，000元を斡旋業者に前金と
して払っていた。ビザを取得するとさらに
41.000元払い，飛行機代も含めて53，000元を斡
旋業者に払った。斡旋業者が詐欺をすることは
ほとんどないとのことであった。彼女はパリに
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着くと，渡されていた電話番号に電話をし
200ドル払って同郷人に空港まで迎えに来ても
らった。そして就職先を紹介してもらうのに
100ドルを，初めの10日間の寮での宿泊代と食
事代に600ドル支払わなければならなかった。
最後にマークは，西ヨーロッパや北アメリカで
は中国系新移民は「偽庇護申請者」扱いされて
いるが，今日の中国系新移民は犯罪とはそれ程
結びついていなく，社会経済的にも移住の経路
からみても，不法と非合法移民を区別すること
は難しいと指摘している [Marc2002: 125J。
シャンは， 2004年-2007年に移民送り元であ
る中国東北部において移民斡旋業者や移民希望
者や役人の総勢約70名へのインタビューを実施
し移民斡旋業者は，移住を商品化し斡旋業者
の手に委ねるものにしていることを指摘してい
る [Piekeand Xiang 2008: 20J。そして，移民
斡旋業者が中国側とイギリス側の双方でのトラ
ンスナショナルな様々な段階を経て，移住希望
者にビジネスビザを取得させる過程を明らかに
している [Piekeand Xiang 2008: 11-21]。中
国東北部出身者のほとんどが，移民斡旋業者を
通して手に入れた本物のパスポートとビジネス
ピザでイギリスに入国しているというシャンの
指摘は，マークによる東北部出身者が斡旋業者
を通してフランスに移住している過程について
の記述と重なる。
m. 1990年以降の中国系アソシエーション
1 . 新しい中国系アソシ工ーションの設立
1990年代以降の新移民流入によって，新しく
中国系アソシエーションが設立された。ここで
は， (a) 1993年に3区に設立されたピエール・
デユサーフ中仏協会 (AssociationFranco-
Chinoise Pierre Ducerf) と， (b)ベルピル地
区に1996年に設立された ALSC，(c)同じくベ
ルビル地区に2003年に設立されたヒュイジ協会
(Association Huiji) を取り上げる。前述した
ように， リブやピカートの研究では，フランス
における中国系アソシエーションを正統チャイ
ニーズ・アソシエーションとフランコ=チャ
イニーズ-アソシエーションの二つに分類して
いる [Live1998・113，Picquart 2003: 1J。ここ
で取り上げる新移民の流入に対応して設立され
た三つのアソシエーションは，いずれもフラン
ス人と中国系移民が共同で立ち上げたフランコ
=チャイニーズ・アソシエーションに分類で
き，会長はフランス人であることは共通してい
る。以下，それぞれについて設立の目的や活動
内容などについて述べる。
(a) ピエール・デュサーフ中仏協会 (Association
Franco-Chinoise Pierre Ducerf) 
ピエール・テゃユサーフ中仏協会 (Association
Franco-Chinoise Pierre Ducerf)は，パリの中
国系移民の集住地区の一つである 3区のアー
ト・エ・メテイエ地区に1993年10月15日に設立
された。アソシエ}ションの名前である
iPierre DucerfJは，古くから移民送り出し元
であった揃江省の青田が宝石 ipierreJの産地
であり，温州のシンボルとなる動物が鹿 icerfJ 
であることに由来している (10)。
アソシエーションの発行している2007年次報
告によると， 2007年現在6人のフランス人専従
スタッフと40人のボランテイアが関わっている
[Association Pierre Ducerf 2007: 4J。ボラン
テ千アもほとんどがフランス人であり，定年退
職者や学生，中国文化や中国語に興味を持って
いる主婦など様々である。
アソシエーションの目的はフランス杜会と中
国系コミュニテイの橋渡しをして，中国系移民
の統合に尽力することである (11)0 2008年9月
に筆者が行った専従スタッフ一人への聞き取り
調査では，このアソシエーションはフランス社
会と中国系コミュニティの「仲介者」としての
役割を担っていることが強調された。 2007年の
会員数は462人である [AssociationPierreDucerf 
2007: lOJ。専従スタッフへの聞き取りでは登録
時に聞かないのでわからないが，不法移民も多
いとのことであった。会費は18歳以下は10ユー
ロ， 18歳以上は25ユーロである。登録している
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会員の内約4割がここ 5年以内に移住してい
て，アソシエーションの附近2，3区に住んで
いる人が多いが，ベルビル地区 (10，1， 19， 
20区)や特にセイン・サント・デニス (Seine-
Saint-D巴nnis)のようなパリ北部に住んでいる
人もいる [AssociationPierre Ducerf 2007: 
11J。会員の出身地は，温州出身者が多いが，近
年その割合が低くなって，東北部出身者や大都
市(北京や上海や広東)や青島や山東省の煙蓋
のような街など，他の地域出身者が増加してい
る [Asso-ciationPierre Ducerf 2007: lOJ。
活動としては，両国の橋渡しという目的に鑑
みて，設立当初から大人向けのフランス語教室
を運営している。現在約250人が学び，水曜日
午前・午後と木曜日午後に 2時間聞かれてい
る。フランス語教室はアソシエーションから徒
歩10分の市民センターで聞かれているが， 2008 
年9月に筆者が訪れたときには，大きなホール
は人で溢れていた。教師3人は給料をもらい，
10人はボランテイアである。自らも教師の一人
である筆者が聞き取りを行った専従スタッフに
よると，フランス語教室で学んで、いる人は，居
住権を得るために学んでいるというよりは，フ
ランス社会で生きていくためにフランス語を学
ぼうとしているとのことであった。
このアソシエ}ションは設立当初から青少年
向けの活動に力を入れてきた [Association
Pierre Ducerf 2007: 11J 0 10年前から子ども向
けの補習クラスを聞いている。 1 年で40~60人
の新移民の子どもが参加している。小学生から
高校生までいるが，中学生が一番多い。この補
習クラスでは，フランス語のわからない新移民
の子どもにフランス語を教えるというよりは，
個人的に宿題を手伝ったりして様々な教科を補
助し悩みの相談に乗ったりもする。新移民の
子どもは数学には問題がないが，フランス語が
できないので，それが地理や歴史など他の教科
にも影響を及ぼしている。 2007年において，教
師は10人で，その内8人はボランテイア， 2人
は給料をもらっている [AssociationPierre 
Ducerf 2007: 19J。この補習クラスは水曜日と土
曜日の午後12時から18時まで，大人向けのフラ
ンス語教室が聞かれているのと同じ市民セン
タ}で聞かれている。
2007年には青少年向けの遠足が夏休みに8回
企画され， 8歳から20歳までの72人が参加した
[Association Pierre Ducerf 2007: 21J。筆者が
2008年9月に訪れたパリ19区の中国系新民の多
い中学校で，新しく流入した生徒の受入学級を
担当している教師によれば，このアソシエー
ションはフランス人生徒と中国系生徒との統合
を重視している点が特徴であるという。例えば
ベルサイユ宮殿への遠足も中国系生徒だけを対
象にするのではなく，必ずフランス人生徒も一
緒に連れていくように企画しているとのことで
あった。毎週水曜日と土曜日の12時から13時半
には青少年向けパトミントンやバスケットなど
のスポーッ活動も行われている。
また，このアソシエーションはパリ郊外にあ
る公立学校4校と連携をしていて，学校側が中
国語しかわからない親や子どもに対処するのに
通訳が必要な時に派遣したりしている。聞き取
りを行った専従スタッフは，単なる通訳として
の役割ではなく， r仲介者」としての役割を果
たしていると語った。まず集団で中国系の親に
フランスの教育制度や校則などを説明した後
は，個別に中国系の親とフランス人教師が子ど
もの様子や成績について話し合うための仲介を
している [AssociationPierre Ducerf 2007: 46-
47J。
さらにアソシエ}ションの活動の中心には，
中国語(北京語と温州語と広東語)による各種
相談がある。毎週水曜日午後14時から18時に行
われているが，滞在に関する法律相談や健康や
家庭内暴力についての相談などがある。単に通
訳をするだけではなく，ピザの更新等に同伴も
する。会員に情報を提供するためのセミナーも月
に1回くらい聞かれている [AssociationPierre 
Ducerf 2007: 15J。
中国語(北京語)教室も主催していて，初級
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2クラス，中級1クラスで，約30人が学んでい
る [AssociationPierre Ducerf 2007: 24J。教師
2人は台湾出身である。他にも中国料理教室や
書道教室なども開催されている。 2002年には
『ヨーロッパの中国人と統合』という16歳から
25歳の青年の就職状況を改善しようとするプロ
ジェクトにも加わり，カテュレインらの共同研
究 [Cattelain(ed.) 2002Jに助成金を出して
いる。
(a)言語文化援助協会 (Asociationfor Language 
and Cultural Support .略称ASLC)
ASLCは1996年にベルピル地区に設立された
が，非公式にはその2年前から組織され，この
地区に新しくサービスを提供してきた [Marc
2002: 120Jo 1998年3月から庇護申請許可を出し，
庇護申請者に住所を提供できるようになった。
中国本土出身の庇護申請書の大部分はASLC
に登録し，現在までに約3万件の庇護申請を
行った。
2007年3月に筆者が行った ASLC会長の
マーク氏へ聞き取り調査によると，彼は中国人
養女をもらったのがきっかけで，活動を始め
た。活動の目的は，中国系移民のフランス社会
への統合を助けることである。
ASLCの活動の中心はフランス語教育である
が. 1998年から徒歩15分程離れた校舎で大人向
けフランス語補習校(巴里同済学校)を運営し
ている。初級から上級まで4レベル30クラスあ
り，受講者約170人の大部分は温州出身新移民
である。
巴里同済学校では5年前からは子ども向けの
フランス語クラスも聞いている。月曜日から金
曜日までの毎日17時半から19時まで，レベルの
異なる 4クラスに分かれて全体で約80人の11歳
から17歳の生徒が学んでいる。生徒の親はほと
んどが温州出身新移民である。通常は10月から
6月までの一年間学ぶが，数か月通うだけの生
徒もいる。教師7人は全員がフランス人で，大
学でのインターンシップを利用している者もい
る。 2007年3月の筆者による教師の一人への聞
き取り調査によると，必ず出欠を取り，欠席が
続くと両親に電話をする。小さい弟妹の子守を
任されて学校に通えない子どももいたというこ
とであった。
また巴里同済学校は現在16校の公立中学校と
連携している。公立中学校は，フランス語のわ
からない中国系の子どもがフランス語を学ぶ機
会を求めている時に巴里同済学校を紹介するこ
ともある。 2008年9月に筆者が行ったパリ19区
の公立中学校の受入学級のフランス人教師への
インタビューによれば，自分の受け持つている
受入学級の中国系生徒も巴里同済学校に通って
いる子どももいるが，そういう子どもが必ずし
もフランス言苦ができるわけで、はないとのことで
あった。また.ASLCは小学校2校とも提携し
ていて. 6歳から11歳の中国系生徒がフランス
語の補助が必要な場合. 2人のフランス人教師
が週に4回放課後に学校を訪れてフランス語教
室を聞いている。レベルは二つに分かれてい
る。
さらに巴里同済学校では.2007年からフラン
スの大学に入学するための資格を得るための20
歳代学生向けフランス語教室も聞いている。週
二回10時から12時までで，受講生は半数が中国
系であるが，他の国の出身者もいる。 3か月
コースなので受講生数によって2クラスだ、った
り5クラスだ、ったりしたが. 1クラス10人位で
ある。
子ども向け中国語クラスもあり. 1年コース
は水曜日と土曜日の15時半から17時までで5レ
ベルに分かれている。夏期セミナーは週4日13
時から15時までで4レベルある。
また ASLCは巴里同済学校の隣りで保育所
も運営している。 2007年3月に筆者が保育所を
訪問した際には，園児は28人でフランス人と中
国系が半々であった。保育士は14人で5人が中
国系であった。保育士の一人によると，中国系
の親は仕事が忙しいが，なるべく行事や親の会
の折に保育所に来させて教育に関心を持たせ，
フランス人の親と交流できるように奨励してい
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て，この試みを小学校に繋げたいとのことで
あった。この保育所に子どもを通わせているフ
ランス人の親は中国語や中国文化に興味を持っ
ている人で，中国人の親は中国から移民して
4， 5年の人が多い。
(c) ヒユイジ協会 (AssociationHuiji) 
ヒュイジ協会 (AssociationHuiji)は2006年
にベルピル地区に， 3人の若い中国系移民の働
きかけをきっかけに設立された。 ASLCとは徒
歩10分くらいの距離にある。 2009年9月に筆者
が実施した設立者の一人へインタビ、ュー調査に
よると，彼は温州出身の20代後半の若者でフラ
ンスに不法入国したが，この国で色々な人に助
けれらることによって，アソシエーションの仕
事に携わるようになり，自分たちの文化を他の
コミュニテイの人々に知ってもらいたいという
目的でヒュイジ協会設立に携わった。ヒュイジ
協会の会員は現在1，000人弱で，ほとんどが温
州出身の新移民である。 2008年9月に筆者が会
長に行った開き取り調査によると，会長はフラ
ンス人人類学者で，ブラジルのシャーマニズム
の研究をしていたが I昆ナトi出身移民の調査をし
たのを機にアソシエーションの設立に関わり会
長になった。専従スタッフは7人で，約30人の
ボランテイアが関わっている。設立の目的は，
フランス社会にはまだあまり知られていない中
国系コミュニティへの理解を深め，移民の統合
を促進することである。
活動の中心はフランス語の通訳を通して就職
や庇護申請の手助けをすることである。またフ
ランス語教室の運営も重要な活動である。大人
向けのフランス語教室は，月曜日から金曜日ま
で1時間半のクラスが6コースある。会長への
聞き取り調査によると，現在約150人が学んで、
いるが，出入りが激しいので合計では約400人
が参加しているとのことであった。
子ども向けフランス語教室は全部で4クラ
ス，月曜日から金曜日までの17時からと18時半
からそれぞれ1時間半のクラスが各2クラスの
4クラスあり.全体で60人位が学んで、いる。フ
ランス語を教えるだけではなく，宿題の補助を
したりもする。 他には健康などの各種相談や週
末に子ども向け遠足を企画したりもしている。
以上取り上げた新移民の流入に対応して設立
された三つのアソシエーションは，前述したよ
うにフランコ=チャイニーズ・アソシエーショ
ンに分類でき，会長がフランス人であることが
共通しているだけではなく，フランス社会への
統合を目的に，フランス語通訳による庇護申請
等の手助けをすることと，大人向けと子ども向
けのフランス語教育を活動の中心にしているこ
と，さらにフランス人ボランテイアが多く関
わっていることが共通している。
2. 既存のアソシエーションの変化
1981年にパリ13区の中華街に位置するフラン
コ=チャイニーズ-アソシエーションの一つ
である法亜文化友愛会 (Rencontreet Culture 
Franco-Asiatique)のフランス人専従スタッフ
の一人への筆者による2008年9月の聞き取り調
査によれば，このアソシエ}ションの運営する
フランス語教室でフランス語を学ぶ新移民は年
間約20人から30人である。子どものためのフラ
ンス語教室を聞いてほしいという要請はないと
のことであった。この専従スタッフは，ベルピ
ル地区では子どものフランス語補習校があるこ
とを全く知らなかった。法亜文化友愛会はフラ
ンスで最も規模の大きい中国語補習校を運営し
ていて，現在生徒数は約1，500人であるが，ほ
とんどがフランスで生まれ育った中国系第二世
代である。このアソシエーションに関わる新移
民は少ない。つまり，法亜文化友愛会のある13
区の中華街は， 1970年代以降にインドシタ難民
が集住した地区で，近年の新移民の流入による
変化はそれ程みられないことが指摘できる。
また1982年以降に設立された正統チャイニー
ズ-アソシエーションのほとんどにおいては，
フランス語教室に大人の新移民の参加は多少あ
るが，管見の限りでは，新移民の流入が大きな
変化を及ぼしてはいない。例えば古くから漸江
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省出身者が居住している 3区に位置し会員の
9割が温州出身者である法国華僑華人会 (Chinois
Residents en France)の場合，大人のための
フランス語クラスはあるが受講生は少なく，チ
ども向けにはフランス語教室は開設されていな
い。このアソシエーションの運営する中国語補
習校には約500人の生徒が通っていて，生徒は
中国系第二世代である O つまりこのアソシエー
ションの活動の中心は新移民向けではない。前
述した同じ3区に新しく設立されたピエール・
テゃユサーブ中仏協会のフランス人専従スタッフ
の一人は，徒歩5分位しか離れていない法国華
僑華人会とは全く交流がないと語った。たとえ
同じ温州出身者が会員であっても両者に関連が
ないことを示している。同じ温州出身であって
も，新移民は古くから温州出身者が設立した法
国華僑華人会に加入するのではなく，すぐ近く
に新たなアソシエーションを設立しているので
ある。
以上から，新移民の流入は既存の中国系アソ
シエーションの活動にはほとんど変化を及ぼし
ていないといえる。
N.考察
ここでは1990年代以降の新移民の流入による
中国系コミュニテイの変化を，アソシエー
ションの変化という視点からイギリスの場合
[山本 2009Jと比較して考察したい。
イギリスの場合，新移民の流入する前の広東
語話者が主流のコミュニティにおいては，社会
的ネットワークはアソシエ}ションを基盤とす
る強固なものではなかった。新移民流入後，
1980年代から設立されて現在中国系移民の生活
に最も入り込んでいるチャイニーズ・コミュニ
テイ・センターへの新移民の参入は少なかっ
た。また，新移民の流入に対応して設立された
アソシエーションもほとんどなかった。イギリ
スの中国系移民は福建省出身者と東北部出身者
に分類することができたが，新移民が流入する
ことによって中国系コミュニティは多様化した
が，結果として新移民の流入は，中国系アソシ
エーションという視点からみると，ほとんど変
化を及ぼしていないことが指摘できた[山本
2009J。
つまり，これは，既存の中国系コミュニテイ
にとって，新移民は飲食業の底辺を担う労働力
以外の意味は持たず，特に近年福建系移民は飲
食業以外にも職業を求めて，中国系コミュニ
テイの外側に出ていき，コミュニティの外側に
位置づけられた不可視の存在であることを示し
ていた。[山本2009J。
これに対してフランスの場合，新移民の流入
する前に設立され現在も活動をしている中国系
アソシエーションの多くは.1982年以降に設立
された出身地や方言に基づく正統チャイニー
ズ・アソシエーションで，これらは新移民の流
入によってそれ程影響を受けていなく，また新
しく設立されたアソシエーションとは関連がな
いことがわかった。 1990年代以降の新移民流入
後新しく設立されたアソシエーションは，フラ
ンコ=チャイニーズ・アソシエ}ションであ
り，新移民のフランス社会への統合を目的に，
庇護申請の手助け等の各種相談や大人向けのフ
ランス語教室を運営し，子ども向けにはフラン
ス語を教えるだけではなく学校での勉強をサ
ポートし，地域の学校とも連携して活動を行っ
ていた。リーは，中国系アソシエーションは中
国系移民同士が固まることによって主流社会へ
の統合の障害にもなるし両者の架け橋にもな
り得ると指摘している [Li199c: 3J。前章で取
り上げた1990年代以降に新しく設立されたフラ
ンコ=チャイニーズ-アソシエーションの三つ
の事例は，アソシエ}ションの活動をフランス
人が主導し，中国系新移民のフランス社会への
統合を目指していた。つまり，新しく設立され
た中国系アソシエーションは，主流社会と中国
系コミュニテイの架け橋となることを目指して
いた。
ではなぜ、フランスの場合においてだけ新移民
のための中国系アソシエーションが設立された
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のであろうか。その理由として考えられるの
は，第一に散住と集住の違いである。イギリス
の場合，中国系移民は第二次世界大戦後から全
国に散住して，特に新しく流入した福建系移民
は地理的な流動性が高く，離職率や転職率も高
いので，彼ら自身によって形成されたアソシ
エーションは数年で消滅していた。それに対し
てフランスは新移民流入の前からパリやその近
郊に集住していたが，新移民は古くから温州出
身者が集住していたパリ 3区と，様々な移民を
受け入れてきたベルビル地区に集住したことに
よって，これらの地区に新しいアソシエーショ
ンが設立されたと考えられる。
第二に，イギリスにはないが，フランスには
フランス人と中国系移民が共同で設立するフラ
ンコ・チャイニーズ・アソシエーションが20世
紀の初めから存在していた。 20世紀の初めに設
立されたフランコ・チャイニーズ・アソシエー
ションの活動は，フランスと中国の外交関係を
促進するためのもので，フランス人富裕層を対
象とし中国系コミュニティとは関係がなかっ
た。しかし 1975年のインドシナ難民流入から
1981年までの時期は，インドシナ難民のフラン
ス社会への統合を助けるために，フランス人と
インドシナ難民が共同でフランコ・アジアン・
アソシエ}ションが設立された。そして1990年
代以降新移民の流入後，フランス人と共同で新
移民のフランス杜会への統合を助ける目的でフ
ランコ・チャイニーズ・アソシエーションが再
度設立された。自らの力のみでアソシエーショ
ンを設立できない新来者に対して，フランス人
と共同でアソシエーションを立ち上げ，そこに
フランス人が積極的にボランティアとして関
わっていくという形態が，フランスでは機能し
ていたといえる。これが，フランスに新移民の
ためのアソシエーションを設立させたもう一つ
の理由であると考える。イギリスの中国系アソ
シエーションには，ボランティアで関わるイギ
リス人は管見に限りではいないのが対照的であ
る。
以上から，フランスの中国系コミュニテイへ
の新移民の流入は，既存のアソシエーションに
は影響を及ぼさなかったが，新しいアソシエー
ションを生み出し，新しい集住地区を作り出
し，新旧のアソシエーションには交流がなかっ
た。これは，新移民はたとえ同じ温州出身者で
あっても新旧の移民に交流はなく，これまでの
中国系コミュニティに吸収されたのではなく，
別の新たなコミュニティを作り出していること
を示している。
イギリスの場合，新移民の流入前から中国系
移民は散住し集住している他の移民集団より
不可視な存在で、あったが，そこに流入した新移
民も散住し飲食業の底辺を担う労働力以外の意
味は持たず，その外側に位置づけられたさらに
不可視な存在となった。フランスの場合も新移
民と既存の中国系コミュニティとの関連は薄い
が，集住している新移民は，現在別の中国系コ
ミュニティを形成しているといえる。フランス
の場合は新移民の流入による中国系コミュニ
テイの新たな拡大が可視化されている。
おわりに
本論ではフランスの中国系コミュニティに新
移民の流入の及ぼす影響を，中国系アソシエー
ションという視点から検討した。その結果，新
移民は既存の中国系コミュニティに吸収される
のではなく，新たに別のコミュニティを形成
し中国系コミュニティが可視的に新たに拡大
していることがわかった。
また，フランスの中国系アソシエーション
は，新移民の子どもへの教育に関して学校と連
携して重要な役割を果たしていることがわかっ
た。この点は，新移民流入後の中国系コミュニ
ティにおいて，イギリスでは中国系アソシエー
ションの果たす役割が以前にも増して小さくな
り，新移民の子どもの教育に関してほとんど役
割を果たしていないのとは対照的である。今
後，各国の公立学校における中国系新移民の子
どもへの教育の在り方を検討する際に，中国系
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アソシエーションの果たす役割も比較考慮する ASLCで中国系新移民の子どもの宿題を手伝っ
必要がある。 たのがきっかけで.2002年からピエール・デユ
サーフ中仏協会 (AssociationPierre-Ducerf)に
附記:本論は文部科学省科学研究費補助金基盤 よって補助金を得て行われた温州出身新移民の
研究 (C) (2) (課題番号20530785)研究課題 若者に関する研究に携わった。
IEUにおける中国系新移民の学校不適応に関 (9) 1980年代中旬からは13区の住居の空きが無く
する教育人類学的研究J(研究代表者:山本須 なり，インドシナ難民はイル・ド・フランスの
美子，平成20年度~23年度)の研究成果である。 マリ・ラ・バレに開発された新しい街にも住む
<注>
( 1) 近年のヨーロッパの中国系移民を対象とする
文献は山本 [2008Jで紹介した。
(2) 以下 I章についての記述は，文末に記載がな
い部分は[Live1998: 96-124Jに依拠している。
(3) アソシエーションの名称については，フラン
ス語表記が不明の場合，英語表記を用いた。
(4) パリ13区の南半分には.1970年代初めに管理
職層向けに公営の地上30階を超える高層アバル
トマンが新しく建設されたが，売れ行きが悪く
開発計画は途中で中止されてしまった。空き部
屋が常時あり，そこへ1975年から1980年に流入
したインドシナ難民が住み着いた。短期間にこ
の地域に難民が密集し特色ある街を形成して
いったのである。その後1980年から1985年に流
入した人々は. 13区に空がなくなり，主に20区
周辺に住み着いた。
(5) フランスにおける中国語補習校についての詳
細は山本 [2006J参照。
(6) I新華僑」という用語も用いられるが，本論で
は「華僑華人Jを「中国系移民」と総称してい
るので.I新華僑」ではなく「中国系新移民Jと
いう用語を用いる。
(7) CASNAVはCentreAcademique pour la 
Scolarisation des Nouveux Arrivants et des 
Enfants du Voyageの略。「ニューカマーと旅行
者の子どもの修学のための大学区センター」の
「旅行者」とは主にサーカス団などの旅芸人を指
す。
(8) 2006年9月に筆者が実施したカテユレインへ
の聞き取り調査によれば，彼女は2000年に
ようになった。
白0) HP I Association Franco-Chinoise Pierre 
DucerfJ 
http://pierre.ducerf.club. fr/histoire. htm (2009 
年3月14日参照)
住1) HP I Association Franco-Chinoise Pierre 
DucerfJ 
http://pierre.ducerf.club. fr/membres. htm 
(2009年3月14日参照)
<引用文献>
大橋健一. 2005， 12 世界各地の華人社会レ
ポート (12)フランスー複合化する華人社会
一J，山下清海(編著)， r華人社会がわかる
本1東京:明石書庖， 202-205頁。
山本須美子. 2007， IEUにおける中国語補習
校の役割と課題ーイギリスとフランスの比較
から-J.r人間科学総合研究所紀要』東洋大
学人間科学総合研究所， 7: 175】1940
2008， 1ヨーロッパ華僑華人研究のフロ
ンテイアJ，r華僑華人研究j5: 242-2490 
一一一一2009，1イギリスにおける中国系アソシ
エーションと新移民の流入J.r東洋大学杜会
学部紀要j46四2:159-1790 
Amicale des Teochew en France， Pamphlet: 
Amicale des Teochew en France et son TemPle 
Bouddhiste. 
Association Pierre Ducerf， 2007， Rapporte d'Active 
2007. 
Beja. J ean-Phillippe and Wang Chunguang， 
1999， 'Migrations Chinoises. Un“Village du 
Zhejiang" a Paris?'. Hommes & Migrations 
- 73ー←(148)
フランスにおける中国系アソシエーションと新移民の流入
1220・60-72.
Benton， George. and Frank N. Peike (eds.) ， 
1998， The Chinese in Europe， Basingstoke: 
Macmillan Press Ltd. 
Cattelain， Chloe (edよ2∞2，LesMonぬlitesd'Entre 
des Ressortissants Chinois en France， Direction 
de la Population et des Migrations， Ministere 
des Affaires Sociales， du Travail et de .la 
Solidarite. 
Li， Minghuan， 1999a， The Chinese Community in 
Europe， Amsterdam: European Federation 
of Chinese Organizations. 
一一一一1999b，‘“ToBe Rich Quickly in Europe" : 
Reflection on Migration Motivation in 
Wenzhou'， Pieke， N. Frank and Hein Mallee 
(eds.) Internαland International M忽ration:
Chinωe Perspectives， Richmond: Curzon Press， 
pp.l81-198. 
一一一I閉じ防Need1i仰励姑:印ineseImmigrant 
Associations in a s告'sternSocieちろ Amsterdam:
Amsterdam University Press. 
一一一-2004，'A Changeable Social Status: Immig拘
ration between Legal and liegal Approaches'， 
Guerassimoff， Eric (ed.) ， Migrations Inte子
nationales， Mobilites et Development， Paris: L' 
Harmattan， pp.99-130. 
Live， Yu同Sion，1998， 'The Chinese Community 
in France: Immigration， Economic Activity， 
Cultural Organization and Representations'， 
Benton， George and Frank N. Pieke (eds.) ， 
The Chinese in Europe， Basingstoke: Macmillan 
Press Ltd， pp.96-124. 
Marc， Paul， 2ω2， 'The Dongber The New Chinese 
Immigration in Paris'， Nyiri， Pal and Igor 
Saveliev (eds.)， Globalizi昭 ChineseMigration: 
TrenゐinEurope and Asta， Aldershot Athenaeum 
Press Ltd， pp.l20-128. 
Obadia， Lionel， 1997，‘L'immigration Chinoise en 
France: HistoIre et Caracteristiques'， M伊ntions
Societe 9-54: 33-88. 
Picquart， Pierre， 2∞G，工eMouvement Associatif 
Chinois et Franco-Chinois en France'， 
Migratio問主tudes11: 1四16.
Pieke， N.Frank and Xiang， Biao， 2008，工egality
and Labour: Chinese Migration， Neoliberalism 
and the State in Great Britain and China'， 
百tePaper 01 Pres開~tati側 at U:間的旬。ifOx司
10γd. 
Poisson， Veronique， 1993， 'Ces Chinois de Wenzhou 
qui ne Jurent que par la France'， Hommes & 
Migrations 1168， 38-42. 
Thuno， Mette， 1999，‘Moving Stones from China 
to Europe: The Dynamics of Emigration from 
Zhejinag to Europe'， Pieke， N. Frank and 
Hein Mallee (ed:心，Inte叩 αlα:ndInternatio加 l
Migγαtion: Chi悦 sePers抑cti悦 s，Richmond: 
Curzo Press， pp.l59-180. 
Yun， Gao and Veronique Poisson， 2005， Le 
Trafic et l'Exploit，αtion des Immigrants Chinois 
en France， Bureau International du Travail， 
Geneve. 
74 -(147) 
